
 

■ 自動車工学関連講座（新人・若手社員向け Webセミナー） 

第２回「製造現場での５Ｓ」（会員限定）  

次世代自動車センター浜松では、昨年度に引き続き、会員企業の皆様のアンケートにお応え

し、新人・若手社員の充分な教育ができずにお悩みの会員企業の皆様のお役にたてるよう、新

人・若手社員の皆様に必要な自動車部品の製造に関する基本的なスキルを身につけていただく

ため、また、社内の集合研修としてもご活用いただくため、「自動車部品の製造工場における

安全教育」、「製造現場での５Ｓ」、「自動車の構造と製造工程」、「製造現場の品質管理」

の４回連続の Webセミナーを開催しています。 

今回は、その第２回として、当センターの松浦技術コーディネーターが講師となって、仕事

の入口となる「製造現場での５Ｓ」として、５Ｓとは何か、５Ｓの進め方、５Ｓ活動が定着し

ないなど製造現場で日頃困っていることの解決方法について解説する Webセミナーを 開催しま

した。 

 

■日 時 ： 令和６年５月１５日（水）13時 30分～14時 30分 

■場 所 ： Ｗｅｂ形式 

■参加者 ： ６４社／２１１名 
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【参加者の声】  

 

・５Ｓそれぞれの意味合いや何故行わなければならないのか、進めていくための方法やポイ

ントがとても分かりやすく、実用的だった。 

・５Ｓの各項目のポイントをまとめらており、どのようにして進めていけば効果が得られる

のかを知ることができた。活動するだけでなく、効果の確認をすることにより、５Ｓの大

切さを実感することができる。 

・５Ｓという言葉は知っていたし、整理、整頓、清掃、清潔、躾という中の言葉も知ってい

たが、各言葉がどのようなステップで実施していくのかや５Ｓの各役割についての理解が

なかったため、今回の講義はそれを知ることができ、大変参考になった。 

・５Ｓについては新入社員研修や日常業務にて耳にすることは多くあったが、意味や５Ｓの

活用をより詳しく考える機会となった。 

・５Ｓのそれぞれの言葉の意味を再び学ぶことがき、具体的な進め方などの説明や実際の写

真を使った説明が分かりやすかった。 

・５Ｓに取り組むとどんなメリットがあるのか、また不良品を出すことを防ぐことにもつな

がることが分かった。 

・５Ｓを活性化・定着化するためにと５Ｓ導入のステップの二つが特に参考になった。５Ｓ

活動をすることによって安全･品質･効率化･快適な職場作りができることを学んだ。 

・５Ｓをすることによってトラブルや事故がなくなり、仕事場の環境が整うことを知ること

ができて良かった。 

・どれだけ５Ｓが大事であり、職場環境を変えることで作業の効率がよくなるかを知ること

ができた。今回のことを生かしていきたい。 

・日々の業務で忘れがちになる５Ｓについて振り返ることができた。５Ｓの習慣化が職場で

のコミュニケーションとなり、雰囲気が良くなるといった視点は新たな発見であり、自発

的に５Ｓに取り組んで、活動を広げていきたいというモチベーションになった。 

・５Ｓの進め方(順番があるということ)、ムダどり(５Ｓ)により安全･品質･生産性向上につ

ながること、５Ｓが明確になり、成すべきこと(意識づけ･動機づけ)が理解できた。 

・５Ｓ活動には終わりがないということを学んだ。また、整理整頓の過程は、いつかどこか

で使うといった暫定的な要素を極力省き、使用用途と場所が合致するような物品配置を心

がける必要があると学んだ。 

・５Ｓでの清潔は辞書的な意味ではなく、３Ｓを維持・改善するルールや仕組み作りをする

活動であることを知った。 

・５Ｓの進め方についてフローチャートでまとめられており、活性化・定着化させるための

方策が示されており大変参考になった。 

・５Ｓの進め方の点で、ＰＤＣＡサイクルを行うことの重要性、今後どう生かしていくかがと

ても参考になった。 

・改めて５Ｓの重要性について知ることができた。５Ｓを社内で実践するにあたって、社員

に意識付ける方法と５Ｓ導入のステップの説明や、上手くいかない原因の話があったため

現実的にどうしていけばよいかが分かり良かった。 

・５Ｓの実施によるメリット、行わないことによる弊害に改めて気づくことができた。実際

の生産現場を例に説明していて、理解しやすい内容だった。 

・５Ｓを継続するために何をするべきなのかが明確に分かった。５Ｓによって得られること

を明確に伝えるなどの努力が必要であるなど具体的行動が分かりやすかった。個人の努力

だけではなく会社、組織としての共通認識が大切と感じた。 

 

 


